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第
１
部
門
（
日
本
画
・
洋
画
）
一
般
の
部
  
 
 

市
長
賞
 　
大
蔵
誠
子（
貝
塚
） 

教
育
長
賞
　
渡
辺
保（
両
津
湊
） 

奨
励
賞
 

本
間
一
博（
畑
野
）信
田
チ
ヱ

（
新
穂
瓜
生
屋
）市
尾
園
枝（
足
立
区
西

新
井
）松
木
サ
チ
子（
真
木
）藤
井
美
和

子（
宮
川
）小
田
有
希（
宮
川
） 

高
校
生
以
下
の
部
 

市
長
賞
 
石
崎
真
愛（
佐
渡
高
校
） 

教
育
長
賞
　
菊
地
美
保（
佐
渡
高
校
）

奨
励
賞
 
計
良
紘
平（
佐
渡
高
校
）渡
辺

美
波（
両
津
高
校
）金
子
翔（
佐
渡
高
校
）

飯
田
理
沙（
両
津
高
校
）保
科
愛
香（
佐

渡
高
校
）小
池
暁
子（
佐
渡
高
校
） 

 第
２
部
門
（
版
画
）
一
般
の
部
 

市
長
賞
 
市
橋
輝
之（
加
茂
歌
代
） 

教
育
長
賞
　
立
石
香
代（
新
穂
） 

奨
励
賞
　
大
滝
弥
生（
河
原
田
諏
訪
町
）

田
中
博
篤（
八
幡
）北
嶋
ヱ
ツ（
羽
茂
本
郷
）

北
嶋
律
子（
羽
茂
本
郷
）武
井
英
治（
両

津
夷
）　
橋
保（
梅
津
） 

 第
３
部
門
（
彫
塑
・
工
芸
）
一
般
の
部
 

市
長
賞
 
西
本
和
枝（
相
川
坂
下
町
） 

教
育
長
賞
　
荒
井
忠
夫（
平
清
水
）金

子
カ
ヨ
子（
加
茂
歌
代
）富
樫
俊
子（
城
腰
）

松
木
サ
チ
子（
真
木
）藍
原
幸
子（
新
穂

瓜
生
屋
）後
藤
幸
恵（
三
瀬
川
）加
藤
眞
一

（
小
木
町
） 

高
校
生
以
下
の
部
  

市
長
賞
 該
当
作
な
し
  
 

教
育
長
賞
　
臼
杵
英
哉（
佐
渡
高
校
） 

奨
励
賞
　
該
当
作
な
し
  

 

第
４
部
門
（
書
道
）
　
一
般
の
部
 

市
長
賞
 
熊
木
徳
子（
中
興
） 

教
育
長
賞
　
福
嶋
巧（
羽
吉
） 

奨
励
賞
　
坂
野
幸
子（
北
五
十
里
）岩

原
美
代
子（
春
日
）土
賀
マ
サ（
真
更
川
）

石
井
フ
ジ
エ（
新
穂
井
内
）中
川
武
彦（
畑

野
）矢
島
陽
子（
沢
根
炭
屋
町
） 

高
校
生
以
下
の
部
 

市
長
賞
 
本
間
元
巳（
佐
渡
高
校
） 

教
育
長
賞
　
本
間
実
保（
佐
渡
総
合
高
校
） 

奨
励
賞
　
村
岡
舞（
佐
渡
高
校
）菊
池

沙
絵
子（
佐
渡
高
校
）庄
山
早
希（
佐
渡

高
校
）長
嶋
紀
子（
佐
渡
高
校
） 

 第
５
部
門
（
写
真
）
　
一
般
の
部
  

市
長
賞
 
廣
瀬
葉
子（
加
茂
歌
代
） 

教
育
長
賞
　
遠
藤
清
美（
金
井
新
保
） 

奨
励
賞
 
坂
井
陽
吉（
河
原
田
本
町
）斎

藤
達
彦（
栗
野
江
）橘
二
十
夫（
千
種
）渡

部
英
子（
水
渡
田
）山
本
圭
子（
河
崎
）

岡
田
省
三（
宮
川
） 

高
校
生
以
下
の
部
 

市
長
賞
 
該
当
作
な
し
  
 

教
育
長
賞
　
該
当
作
な
し
 

特
別
賞
 
該
当
作
な
し
  
 

奨
励
賞
　
津
村
知
生（
両
津
小
5
年
） 

 
 
 

第
６
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
絵
）
小
学
生
 

市
長
賞
 　
仲
川
愛
梨（
金
井
小
2
年
） 

教
育
長
賞
　
　
橋
健（
河
原
田
小
1
年
）

林
恭
勢（
両
尾
小
3
年
）松
本
深
鈴（
両

津
吉
井
小
6
年
）　
 

奨
励
賞
　
佐
伯
俊
樹（
二
宮
小
1
年
）

若
林
菜
々
子（
金
泉
小
1
年
）和
田
雅
洋

（
行
谷
小
1
年
）小
菅
悠
太（
金
井
小
2

年
）伊
藤
賢
太（
加
茂
小
2
年
）本
間
翔

大（
新
穂
小
2
年
）浜
辺
竜
二（
金
泉
小

3
年
）畠
山
晶
帆（
馬
首
小
3
年
）猪
股

友
真（
両
尾
小
3
年
）大
上
晃
司（
金
井

吉
井
小
3
年
）笠
木
身
佳
子（
赤
泊
小

4
年
）今
信
大
介（
八
幡
小
4
年
）山
本

美
智
恵（
相
川
小
4
年
）神
蔵
百
合
子（
金

井
吉
井
小
5
年
）海
津
勇
希（
金
井
小

5
年
）池
野
亨
希（
川
茂
小
5
年
）小
林

広
葉（
小
倉
小
6
年
）平
間
夏
未（
岩
首

小
6
年
）岩
　
真
衣（
七
浦
小
6
年
） 

 第
６
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
書
）
小
学
生
 

市
長
賞
 
西
澤
諒（
畑
野
小
5
年
） 

教
育
長
賞
　
宮
川
奏（
両
津
小
2
年
）

甲
斐
万
宥
子（
両
尾
小
4
年
）中
川
茉

莉
亜（
畑
野
小
6
年
） 

奨
励
賞
 
柳
澤
昂
季（
両
津
小
1
年
）山

本
敏
之（
金
井
吉
井
小
1
年
）臼
杵
歩

美（
野
浦
小
1
年
）松
田
華
蓮（
行
谷
小

1
年
）中
川
京（
赤
泊
小
2
年
）中
野
未

来（
小
木
小
2
年
）本
間
ゆ
り
奈（
八
幡

小
2
年
）齋
藤
陸（
畑
野
小
2
年
）伊
豆

野
陽
子（
両
津
小
3
年
）福
嶋
真
也（
両

津
小
3
年
）滝
田
裕（
真
野
小
3
年
）宇

佐
美
雄
矢（
両
津
小
4
年
）神
蔵
里
津（
両

津
小
4
年
）本
間
千
尋（
沢
根
小
4
年
）

柳
沢
由
布（
両
津
小
5
年
）金
子
淑
美（
真

野
小
5
年
）濱
本
加
奈
子（
川
茂
小
5
年
）

金
子
小
波（
両
津
小
6
年
）小
杉
志
穂

美（
新
穂
小
6
年
）山
本
優
衣（
畑
野
小

6
年
）小
野
一
輝（
河
崎
小
6
年
） 

 第
６
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
絵
）
　
中
学
生
 

市
長
賞
 
後
藤
拓
也（
真
野
中
3
年
） 

教
育
長
賞
　
水
本
千
尋（
内
海
府
中
2

年
） 

奨
励
賞
 
金
子
真
帆（
金
井
中
1
年
）仙

土
大
嗣（
真
野
中
1
年
）上
條
り
さ（
真

野
中
1
年
）渡
邉
香（
前
浜
中
2
年
）山

本
泉（
畑
野
中
2
年
）鈴
木
宏
枝（
金
井

中
2
年
）金
子
大
地（
真
野
中
3
年
）藤

井
香
那（
東
中
3
年
） 

 第
６
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
書
）
中
学
生
 

市
長
賞
 
　
原
夏
希（
東
中
3
年
） 

教
育
長
賞
 
甲
斐
愛
加
里（
東
中
2
年
） 

奨
励
賞
 
神
藏
奈
津（
東
中
1
年
）本
間

早
紀（
東
中
1
年
）金
子
真
知
子（
畑
野

中
1
年
）金
子
絵
理（
東
中
2
年
）堀
川

真
裕
美（
東
中
2
年
）菊
池
慶
一（
東
中

2
年
）間
沙
織（
東
中
3
年
）吉
嶋
リ
カ

（
東
中
3
年
）山
口
美
沙（
真
野
中
3
年
）  

佐渡市美術展覧会 
芸術の秋を彩る佐渡市美術展覧会（市
展）が、１０月１５日から１９日の５日間、
両津総合体育館で開催されました。今
年は、約１，３００点の作品が展示され、
期間中に訪れた約３，７００人の目を楽
しませてくれました。 

第2回 ＜審査員＞ 

日本画・洋画・版画・ジュニア（絵） 
  中山隆右氏（（社）日本版画協会理事） 

彫塑・工芸 
　今井悦子氏（日展会友・日本工匠会会員） 

書道・ジュニア（書） 
　野中浩俊氏（全国大学書道学会幹事長） 

写真 
　熊切圭介氏（（社）日本写真家協会副会長） 
 



第一部門 日本画・洋画 

市長賞　大蔵誠子さん 

『 海 の 街 』  

（評）造形力と鮮やかな色彩を調和を持って歌い上げ、輝く
ような存在感を発散させています。洗練されたエスプリを感
じさせる画面が、心象世界として昇華された優れた作品とな
りました。 

（
評
）運
動
会
の
日
は
朝
か
ら
雨
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
、そ
れ
と
も
急
に
ド
シ
ャ

降
り
の
雨
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。雨

で
ど
ろ
ど
ろ
に
ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
、画
面
上
部
に
写
っ
て
い
る
雨
足

か
ら
、そ
の
激
し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

雨
の
中
で
懸
命
に
綱
引
き
を
し
て
い
る

中
学
生
達
の
姿
が
、的
確
な
カ
メ
ラ
ワ

ー
ク
で
生
き
生
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。真
ん
中
に
写
っ
て
い
る
少
年
の
表

情
を
捉
え
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
、無

駄
の
な
い
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
、ト
ー
タ

ル
に
見
て
も
完
成
度
の
高
い
作
品
で
す
。 

第二部門 版　　画 

市長賞　市橋輝之さん 

『待春（恵み）』 

第三部門 彫塑・工芸 

第五部門 写　　真 

市長賞　西本和枝さん 

『錦繍の彩り』 

（
評
）木
片
の
木
目
を
生
か
し
た
造
形
美
、イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に

喚
起
し
た
味
わ
い
の
あ
る
作
品
で
す
。 

（
評
）裂
織
の
三
連
大
作
で
佐
渡
の
詩
情
豊
か
な
感

性
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
あ
り
、色
彩
・
形
が
モ
ダ

ン
に
配
置
さ
れ
、芸
術
性
も
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

第四部門 書　　道 

市長賞　熊木徳子さん 

『五言二句』 

市
長
賞 

廣
瀬
葉
子
さ
ん 

『雨の中の決戦』 

（
評
）ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
大
ら
か
な
筆
使
い
、か
つ
字
形
も

無
難
に
ま
と
ま
り
の
よ
い
作
品
で
す
。欲
を
い
え
ば
も
っ

と
独
創
性
を
出
し
て
冒
険
し
て
み
る
と
ま
た
次
の
展
開

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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第一部門 日本画・洋画 第
四
部
門 

書
　
　
道 

市長賞　石崎真愛さん 『散歩』  

ジュニア部門 書（中学生） ジュニア部門 書（小学生） 

『
臨
　
鄭
長
猷
造
像
記
』 

市
長
賞
　
本
間
元
巳
さ
ん 

（評）静かで穏やかな街角の風景、店の前に無造作に置かれた
自転車、遠近表現を巧みに使って奥に拡がりを感じさせる空気感、
人の気配、生活臭を感じさせます。 

（
評
）原
本
の
素
朴
で
荒
々
し
い
ガ
ッ
シ
リ
し
た
気
分
は
よ
く
と
ら
え
て
い
ま
す
。何
よ
り
も
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
が
魅
力
で
す
。今
後
は
も
っ
と
鍛
錬
し
て
線
質
が
、
”密

“に
な
れ
ば
将
来
大
い
に
有
望
で
す
。 

『
切
磋
琢
磨
』 

市
長
賞
　
高
原
夏
希
さ
ん 

『
出
発
』 

市
長
賞
　
西
澤
　
諒
さ
ん 

（
評
）素
直
な
線
で
伸
び
や
か
に
行
書
体
を
書
い
て
い
ま
す
。字
形
の
と
と
の
え
方
、気
分
の
大
ら
か
さ
、と

も
に
清
々
し
い
作
品
で
す
。名
前
の
書
き
方
ま
で
神
経
の
行
き
届
い
た
作
品
で
す
。 

（
評
）「
出
発
」の
二
字
が
実
に
堂
々
と
し
て
紙

面
い
っ
ぱ
い
に
伸
び
伸
び
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
強
さ
や
厳
し
さ
が
加
わ
れ
ば
将
来
素

晴
ら
し
い
大
器
に
成
長
す
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。見
事
で
す
。 

高校生以下・ジュニア部門 

ジュニア部門 絵（中学生） 

市長賞　後藤拓也さん 
『
自
画
像
』 

（評）心象的に自分を見つめる眼差し、背景
の青色、流れるような絵の具の筆跡が済ん
だ少年の心の中で何を語っているのか、メッ
セージ性を持った作品です。 

（佐渡高校） 

（
佐
渡
高
校
） 

（真野中学校3年） 

　
（
東
中
学
校
3
年
）
 

（
畑
野
小
学
校
5
年
）
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